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1. 目的 
「心大血管疾患リハビリテーション料」、「脳血管疾患等リハビリテーション料」、「運動

器リハビリテーション料」、「呼吸器リハビリテーション料」のいずれかを届出している保

険医療機関に対し、算定患者に係るリハビリテーションの実施期間等の状況の調査を行う

ことを目的とした。 

 

2. 調査対象 
全国の病院、診療所において平成 18 年 7 月時点で「心大血管疾患リハビリテーション料」、

「脳血管疾患等リハビリテーション料」、「運動器リハビリテーション料」、「呼吸器リハビ

リテーション料」のいずれかを届出している保険医療機関および当該医療機関でリハビリ

テーション医療を受療している患者を対象とした。 

このうち、心大血管疾患リハビリテーション料の算定医療機関は、該当施設が 297 施設

と少ないので全施設を対象とした。他 3 分野については、都道府県別に層化した上での無

作為抽出により、各 1,000 施設を抽出し、のべ合計 3,297 施設が対象となったが、複数の

リハビリテーション料を算定する医療機関があるため、調査対象となった実施設数は 2,822

施設であった。 

 

3. 調査方法 
施設対象の施設調査及び施設向け患者調査、患者対象の患者調査の３つの調査を実施し

た。 

施設調査は共通調査票と抽出対象となった分野の分野別の調査票についての自記式調査

票を郵送配布・郵送回収とした。 

施設向け患者調査票は、施設調査票で対象となった分野について 10 票ずつ同封し、医療

機関から対象患者を無作為に抽出した上で記入することを依頼した。回収については施設

調査票と一緒に郵送回収をした。 

患者調査票は、施設向け患者調査票と同様に、対象となった分野について 10 票ずつ同封

し、施設向け患者調査の対象とした患者に医療機関から手渡しで配布し、患者または患者

家族が自記した調査票を、返信用封筒で郵送する方式で回収をした。 

なお、施設向け患者調査票と患者調査票は施設 ID および性・生年月日で突合できるよう

に設計をした。 

調査は、平成 18 年 12 月に実施した。 
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4. 調査項目 
 

施設対象調査については、施設属性項目と患者のリハビリテーション関連項目を調査し

た。詳細は以下の通りである。 

 

調査票 項目 

施設調査票 ・ 施設属性（種別、開設主体、リハビリテーション科標榜の有無、リハビリ

テーション専門医数等） 

・ 平成 18 年 11 月 1 ヶ月間における施設全体の患者数 

・ リハビリテーション料を算定している患者数（月別入院外来別） 

・ 平成 18 年 11 月に疾患別リハビリテーション料を算定している患者数 

・ 平成 18 年 11 月にリハビリテーション料の算定を終了した患者数 

・ 平成 18 年 12 月以降もリハビリテーション料が算定可能な患者数 

・ 疾患別リハビリテーション料の算定日数上限後、リハビリテーション料以

外の項目を算定し、診療を継続している患者数 

・ 平成18年11月にリハビリテーション料の算定を終了した患者の継続的な

リハビリテーションの必要性(患者数) 

・ 診療報酬改定に伴う急性期医療機関からの患者受入数の変化 等 

施設向け 

患者調査票 

・ 患者基本情報（性別、生年月日、入外区分） 

・ 調査時点の対象疾患 

・ 除外対象疾患該当の有無 

・ 調査時点の起算の情報 

・ 算定対象疾患以外の疾患･障害 

・ 調査時点の算定の状況 

・ 実施リハビリテーションの内容 

・ 調査時点の患者の情報 

・ リハビリテーション終了した患者への対応 等 

患者調査票 ・ 患者基本情報（性別、生年月日） 

・ 現在の介護の状態、活動状況 

・ リハビリテーションを始めた時との比較 

・ 予定している生活場所 

・ 予定(又は受けている)リハビリテーション等 等 

※ 「施設向け患者調査票」と「患者調査票」は平成 18 年 12 月 1 日から 12 月 31 日の間

において、「リハビリテーションを開始してから算定日数上限に達した患者」または「リハ

ビリテーション料の算定を終了した患者」が対象 
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5. 結果概要 
 

5.1  回収の状況等 
(1)  施設調査票 

 施設調査票の有効回収数（同一医療機関で複数の部門から提出された場合には一票とし

て整理した）は 855 であり、回収率は 30.3%であった。このうち回答を依頼した分野別にみ

ると、心大血管疾患リハビリテーション分野の回収数は 86 で回収率は 29.0％、脳血管疾患

等リハビリテーション分野の回収数は 288 で回収率は 28.8％、運動器リハビリテーション

分野の回収数は 265 で回収率は 26.5％、呼吸器リハビリテーション分野の回収数は 292 で

回収率は 29.2％であった。 

図表 1 施設調査票の回収の状況 

有効回収数(施設) 発送計(施設) 回収率 

855 2,822 30.3% 

区分 
心大血

管疾患

脳血管

疾患等
運動器 呼吸器 

回収数 86 288 265 292 

分野別発送数 297 1,000 1,000 1,000 

分野別回収率 29.0% 28.8% 26.5% 29.2% 

※ 1 施設で複数の分野の調査対象となっている施設があるので、4分野の回収数合計と総

回収数は一致しない 

 

(2)  施設向け患者調査票 

 施設向け患者調査票は、対象となった医療機関から対象患者を無作為に抽出した上で記

入することを依頼し、1 分野 1 医療機関あたり最大で 10 票（患者 10 名）の協力を依頼した。 

施設向け患者調査票の回収数は 2,683 であった。このうち回答を依頼した分野別にみると、

心大血管疾患リハビリテーション分野の回収数は 328、脳血管疾患等リハビリテーション分

野の回収数は 932、運動器リハビリテーション分野の回収数は 1,171、呼吸器リハビリテー

ション分野の回収数は 252 であった。 

 

図表 2 施設向け患者票の回収の状況 

区分 
心大血

管疾患 

脳血管

疾患等
運動器 呼吸器 合計 

回収数 328 932 1,171 252 2,683 

発送数 2,970 10,000 10,000 10,000 32,970 

集計対象 328 907 1,167 249 2,651 

※ 調査対象者数にかかわらず各施設に一律 10 票ずつ発送しており、集計対象÷発送数が

回収率とはならない。 
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(3)  患者調査票 

 患者調査票は、施設向け患者調査票の対象者に対し、医療機関を通じて配布した。回答

は各患者の任意となっていることから、施設向け患者調査票の回収数を下回っている。 

患者調査票の回収数は 2,284 であった。このうち回答を依頼した分野別にみると、心大血

管疾患リハビリテーション分野の回収数は 201、脳血管疾患等リハビリテーション分野の回

収数は 851、運動器リハビリテーション分野の回収数は 1,053、呼吸器リハビリテーション

分野の回収数は 179 であった。 

 

図表 3 患者調査票の回収の状況 

区分 
心大血

管疾患 

脳血管

疾患等
運動器 呼吸器 合計 

回収数 201 851 1,053 179 2,284 

発送数 2,970 10,000 10,000 10,000 32,970 

集計対象 199 850 1,030 179 2,258 

※ 調査対象者数にかかわらず各施設に一律 10 票ずつ発送しており、集計対象÷発送数が

回収率とはならない。 

 

(参考) 回答のあった全施設における平成 18 年 11 月の患者総数等（図表 4） 

 回答のあった全施設における平成 18 年 11 月の患者(リハビリテーション以外も含む)につ

いて、1 日平均患者数の入院は 35,284 名、外来は 18,816 名であった。また 1 ヶ月あたり実

患者数(レセプト件数)の入院は 252,475 名、外来は 224,728 名であった。1 ヶ月あたり算定終

了実患者数の入院は 19,367 名、外来は 22,081 名であった。 

 (単位：人) 

 入院 外来 

1 日平均患者数 35,284 18,816 

1 ヶ月あたり 

実患者数(レセプト件数) 
252,475 224,728 

1 ヶ月あたり 

算定終了実患者数 
19,367 22,081 

 

 


